
アナログ方式でのBS（放送衛星）に

よる放送が開始されて以来10年を経

過し，この間に受信機の普及も1,400

万台を超えるまでに成長している。

BS放送4チャンネルのうち3チャンネ

ルは，地上放送と同じ標準テレビジョ

ン（TV）方式であるが，1チャンネル

は高精細度テレビジョン（HDTV）方

式であり，試験放送ながらHDTV受

像機も80万台以上が普及している。

国際的な放送デジタル化の流れを

受けて，通信衛星を利用する CS

（Communication Satellite）放送が一

足早くデジタル化され，1996年にサー

ビスを開始している。アナログ放送

の普及・発展のなかで，BS放送のデ

ジタル化が郵政省を中心に検討され，

デジタル放送のメリットを受信者に還

元する必要があることから，97年5月

に次の方針が出された。

2000年を目途に，HDTVを基

本とするデジタル放送を導入す

る。

アナログ放送は2007年まで継

表１．BSデジタル放送方式の主要技術基準
Main technical standards for BS digital broadcasting systems
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続するが移行チャンネルを設定

し，同じ番組をデジタル放送して

円滑な移行を図る。

以来，98年2月のBSデジタル放送

方式制定をはじめとして，99年秋に

は法制度整備，電波産業会（ARIB:

Association of Radio Industries and

Businesses）での民間標準規格の策

定が完了し，また99年末にはデータ

放送に新規参入する委託放送事業者

の認定も終わり，BSデジタル放送を

実施するすべての放送事業者も決ま

っている。
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放送サービスの高画質・高機能化を目指すBSデジタル放送が2000年12月1日に開始される予定であり，

制度，民間規格，放送事業者認可などの各段階の準備も最終段階にある。BSデジタル放送では，HDTVが放

送の中心となるが，データ放送も重視されており，双方向性などデジタル放送ならではの新しいサービスが計

画されている。BSデジタル放送の実用化が，今後の地上放送を含む全放送メディアのデジタル化につながると

期待される。

Digital satellite broadcasting services will start in Japan on December 1, 2000. All necessary preparations, including

government regulations and civil standards as well as licensing of broadcasters, are in progress toward that date. The key service

in satellite broadcasting will be high-definition television (HDTV) programs, which offer high image quality. In addition, data

broadcasting will play an important role in enhancing the merit of digital broadcasts with the provision of interactive services.

It is expected that digital broadcasts by broadcast satellite (BS) will lead to a new era of digital broadcasting including terrestrial

services.

BSデジタル放送の技術動向と将来展望
Trends and Future Prospects of Digital Broadcasting Services via Satellite in Japan

仁尾　浩一
NIO Koichi

桜井　　優
SAKURAI Masaru

デジタル受信機の開発や実用化促

進のための試験電波は，2000年3月

末以降送信中であるが，7月の沖縄サ

ミット，9月のシドニーオリンピックに

合わせた実験・試験放送も計画され，

12月1日の放送開始に向けた準備も

大詰めの段階にある。

郵政省令で規定されるBSデジタル

放送方式の主要な技術基準を表１に

BSデジタル化への道筋

BSデジタル放送方式の技
術基準

TSレート/中継器
情報レート/スロット

52.170 Mbps（8PSK変調の場合）
1.087 Mbps（8PSK変調の場合）

誤り訂正方式 外符号：RS（204，188） 内符号：パンクチャド畳込み

変調方式 BPSK，QPSK，8PSK，切換え可能

多重方式 MPEG 2

データ信号符号化方式 XMLベースの民間規格による

音声信号／符号化方式 標本化周波数：32，44.1，48 kHz/MPEG 2 Audio AAC

映像信号／符号化方式 525i（飛越し走査），525 p（順次走査），750ｐ，1125i/MPEG 2 Video

34.5 MHz

技術基準

伝送帯域幅

項　目

BPSK：2相位相変調　　QPSK：4相位相変調　　8PSK：8相位相変調　　AAC：Advanced Audio Coding

RS：Reed－Solomon



放送方式の基本部分は制度規定さ

れるが，前述したデータ放送方式な

ど，特に指定された技術方式のほか

に，運用条件，放送用受信機など，も

ともと制度規定対象外の技術条件は，

民間での標準化課題となっている。

ARIBでは，衛星デジタル放送，地

上デジタルTV放送，地上デジタル音

声，衛星デジタル音声のメディアごと
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示す。これらのパラメータ選定に際し

ては次の条件が求められた。

BSの1チャンネルで2番組の

デジタルHDTVの同時伝送

アナログ放送で使用中の小型

アンテナでの受信可能

中継器を共用する放送事業者

間の運用の独立性を確保

と の条件から，現行のBSア

ナログ放送の帯域幅，27MHzでは伝

送容量が不足するので，34.5 MHzの

広い帯域幅に伝送効率と誤り訂正能

力の高いトレリス符号化8相位相変調

を適用した方式となっている。

は，BSでの委託・受託の免許方

針に関係して委託放送事業者から求

められた条件で，番組多重において

個々の放送事業者に割り当てられた

情報レートが確保できること，相乗り

する他の放送事業者の番組編成など

の影響を受けないことを保証する技

術手段が必要となる。この条件を満

たすため，番組多重には動画像圧縮

符号国際標準規格MPEG 2（Moving

Picture Experts Group 2）を使用す

るが伝送に際しては，複数 T S

（Transport Stream）と呼ばれる特

徴ある多重伝送制御方式が採用され

ている。

伝送信号の構成と複数TSの概念

を図１示す。委託放送事業者の認定

においては，TV，独立音声，データ

の各サービス種別ごと，事業計画ご

とに使用できる情報伝送レートがス

ロット数で指定される。各放送事業

者は割り当てられたスロット内で番組

多重を実施しTSとして送出する。送

信においては複数のTSを単純合成

すればよく，変調信号の形成での多

重管理が不要となる。

なお，データ放送方式の扱いにつ

いては電気通信技術審議会で論議さ

れ，最終的にはマルチメディア符号化

方式にXML（eXtensible Markup

Language）ベースの言語を採用した

民間規格によることとし，制度規定の

対象外になった。

に伝送方式，符号化方式の開発・標

準化を実施し，電気通信技術審議会

に寄与した。表1に示したBSデジタ

ル放送方式の確定後は，実用化に必

要な民間規格6件を策定している。

BSデジタル放送関連規格の種類と

対象範囲を図２に示す。

策定された各規格の概要は次のと

おりである。

デジタル放送に使用する番組

配列情報（ARIB STD B-10）

民間による規格

スロットNo.1（TS－事業者A）�

スロットNo.2（TS－事業者A）�

スロットNo.3（TS－事業者A）�

スロットNo.48（TS－事業者B）�

スロットNo.47（TS－事業者B）�

送信地球局�

伝
送
フ
レ
ー
ム�

事業者A

事業者B

TV・音声・データ�

TV・音声・データ�

番組多重制御�
TS

TS
番組多重制御�

T
S 

合
成�

変
調
・
送
信�

放送局�

図２．民間規格の種類と規定範囲　　ARIBのデジタル放送関連規格の種類と規定対象を示す。
方式の根幹は省令規定，運用条件は民間規定で6規格が策定されている。

Civil standards established for BS digital broadcasting and range of coverage

図１．送信信号の構成例　　事業者ごとにパケット多重制御を実施したTSを編成し，パケッ
トを固定割付けするスロット構造が特徴である。

Example of transmission signal format

特
集

STD

B-24

STD
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STD

B-25

STD B-20 TR B-15

省令�

省令�
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データ符号化�
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電子番組ガイド（EPG）のため

の信号規格で，番組名や放送開

始時刻などの情報送出に使用

BSデジタル放送の送信・運用

条件（ARIB STD B-20） BS

固有の規格で，省令による技術

基準を補完し運用条件を規定

BSデジタル放送用受信装置

（ARIB STD B-21） BSデジ

タル放送の受信で望まれる性

能・機能を規定

デジタル放送におけるデータ

符号化方式（ARIB STD B-24）

データ放送方式の規格で，文

字・図形・画像などの符号化方

式，マルチメディア符号化方式及

びデータ伝送方式を規定。マル

チメディア符号化に，次世代イン

ターネット標準技術と目される記

述言語XMLを採用

BSデジタル放送限定受信方式

（ARIB STD B-25） 有料放

送の課金情報に関しての規格

で，ICカードを使用した方式詳

細を規定

BS デジタル放送運用規定

（ARIB TR B-15） BSデジタ

ル放送事業者間で取り決めた運

用協定を技術資料として標準化。

送信から受信までの全分野での

運用条件を包含

これらの規格のうち，B-10，B-24は

メディア横断的な規格であるが，第1

段階として放送要求が明確なBSデジ

タル放送を対象に策定し，地上デジ

タル放送などの他のメディアについて

は，今後免許方針や事業要求が明確

になった時点で追加規定する方針で

策定されている。

デジタル放送発展に向け，99年の

秋に電波法施行規則及び放送法が改

正された。

その一つがHDTV放送の定義で，

従来は走査線数1,125本以上をHDTV

放送としたが，新たに順次走査方式

の場合は750本以上をHDTV放送と

することが追加された。これにより，

HDTV放送事業免許で，1,125本，

750本いずれの方式を採用してもよい

ことになった。

また，放送信号の定義が改正され，

TV放送や独立音声放送に文字・図

形その他の映像，又は信号を併せて

送ることが可能となった。この改正に

より，TV放送，音声放送事業者は，

データ放送免許を受けることなくデー

タ放送サービスを行うことが可能とな

った。実際に，99年末のBSデータ放

送事業者認定においては，TV放送，

音声放送で既に免許を受けている放

送事業者は認定の対象外とされ，そ

れぞれの割当てスロットの中でデー

タサービスが計画されている。デー

タ信号には映像も含まれることから

音声放送で動画像が許され，またデ

ータ放送には音声信号も含まれるの

で，コンテンツからは音声放送とデー

タ放送との区別がつかないことにな

る。

BSデジタル放送に使用されるチャ

ンネル数4に対し，HDTV7局，標準

TV（SDTV）3局，独立音声（ラジオ）

4局，データ放送8局が委託放送事業

の認定を受けている。各チャンネル

ごとの放送事業者とスロット割当て状

況を囲み記事に示す。放送事業者の

立場からは個々の事業者ごとにTS

を編成するのが望ましいが，TSが多

くなると伝送効率が低下し，独立音声

放送やデータ放送など小容量の事業

者には不利となる。また，BSデジタ

ル放送をCATV（ケーブルTV）に再

送信する場合の利便性から，1 TSの

伝送容量が29 Mbps以下にすること

が望まれており，これらを考慮し，委

託放送事業者間の協定で図の組合せ

が決められている。

編成された個々のTSは，図３に示

したように光回線などで送信地球局

に伝送し，各チャンネルに合成されて

放送衛星に向けて送信される。

放送衛星からの放送波は，受託放

送免許を持ち，衛星を調達・保有す

る（株）衛星放送システムが送信する。

法制度の整備

図３．BSデジタル放送の構成　　視聴情報収集センターは有料放送の受信者視聴データを，
IRD情報収集センターは双方向サービスでの受信者リクエスト情報を収集する。

Concept of BS digital broadcasting services

受・委託放送事業者の認可状

況とスロット割当て

IRD：Integrated Receiver Decoder

放送局�

TS
送信地球局�

電話回線�

放送衛星局�

視聴情報収集センター
（有料放送）�

IRD情報収集センター
（双方向サービス）�

デジタル受信機�

ICカード�



BSデジタル放送では，デジタル化

のメリットを生かした高画質・高機能

化が基本であり，一部のSDTV事業

者を除いた7番組のHDTV放送が実

施される。デジタル放送対応の受像

機の進歩と合わせて高画質な放送が

楽しめる。

高機能サービスの一つとして，EPG

が期待される。これは新聞・雑誌に

見られるような放送局ごと・時間ごと

の番組表を画面に表示したり，ある

いはスポーツなど特定分野の番組だ

けを表示するなど，受信者の好みに

あった番組選択方法を提供する。

EPGの編成は各放送事業者が行い

自局の番組の一部として送出するが，

受信者の利便性を考慮して，BSデジ

タル放送全体の番組表を全局の信号

で送出することも計画されている。

データ放送も新しいサービスとし

て期待される。データ放送には，放

送中のTV番組に関連した情報を送

信し，受信者の選択によって表示する

連動型サービスと，放送番組には直

接関係しないが，ニュースや天気予

報などを常時送出し，受信者は何時

でも必要なときに最新の情報を受信

できる非連動型サービスとが考えら

れている。従来は受けるだけであっ

た放送に，擬似的ではあるが双方向

機能が生まれ新しい魅力が付加され

ることになる。

図3のブロックに示すように，BSデ

ジタル受信機には電話回線が接続で

きる。電話線を上り回線とした双方

向性を活用し，クイズ番組の回答など

視聴者参加番組や電子ショッピングも

考えられている。

現在，1,000万世帯以上が受信して

いるBSアナログ放送においては，そ

の受信チューナがほとんどの市販大

型TVセットに内蔵されている。この

ため，BSデジタル受信チューナのTV

セットへの内蔵，すなわちTVのデジ

タル化も急速に普及していくことが予

想される。一方，次世代の地上デジ

タル放送においても，BSデジタル放

送と整合のとれた技術規格が検討さ

れているため，TVのデジタル化は更

に加速されていくことが期待されてい

る。

日本電子機械工業会（EIAJ：Elec-
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期待されるサービス
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2000年12月に放送が開始される
BSデジタル放送では，BS4後発機を
用い，残りの4個のチャンネルを利用
して，8放送局がテレビ放送を行う予
定であり，うち7局はHDTV放送を
実施する（図下）。HDTV放送には22
スロット（約22 Mbps）が割り当てら
れている。また，左表に示すようなデ
ータ放送8局，音声（ラジオ）放送10
局が，それぞれ0.5－2スロットの帯
域で新しいサービスを実施する予定で
ある。

東経110°の静止衛星軌道上に打ち上げられている放送衛星（BS4
先発機）によって，現在は4チャンネルのアナログ放送が行われてい
る（図上）。日本の衛星放送は国際規約によって8個のチャンネル
（BS1，3，5，7，9，11，13，15）が使用可能となっているが，その半
数がアナログ放送に使用されている。現在の視聴者数は約1,400万
世帯である。

TV受信機とその市場



この特集では，当社のBSデジタル

TV受信機（BSデジタルハイビジョン

テレビ）と受信アダプタ（BSデジタル

ハイビジョンチューナ），及びそこに

用いられるソフトウェアとLSIの詳細

を述べている。

BSデジタル放送の後には，デジタ

ルCATV，BSと同じ110°デジタル

CS放送，そして4,500万世帯を対象と

する地上デジタル放送が続く。2010

年までには，TV放送のすべてがデジ

タル化されることが予定されている。

BSデジタル放送は，こうしたTVの

デジタル化時代の先駆けとなるもので

あり，その意味でも2000年はデジタ

ル元年とも呼ばれている。9月からの

試験放送に合わせて，各メーカーか

らのBSデジタルハイビジョンテレ

ビの発売開始が計画されている。放

送局とテレビメーカーの協力した準

備の下，12月からのBSデジタル本放

送が順調にスタートし，新しいデジタ

ルTVの時代の幕が開けることを期

待したい。

仁尾　浩一
NIO Koichi

情報・社会システム社 小向工場工場長附。デ
ジタル放送の標準化を担当。郵政省関連委員会
に参加，元ARIB衛星デジタル放送システム開
発部会委員長。
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デジタルメディアネットワーク社 パーソナ
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主幹，工博。デジタルTVの研究・開発に従事。
映像情報メディア学会，IEEE会員。
Personal & Multimedia Systems Development Center

tronic Industries Association of

Japan）による今後10年の国内TVセ

ットのデジタル化の予測を図４に示

す。2010年までには，ほとんどのTV

がデジタル化されることが見込まれて

いる。

BSデジタル受信機のハードウエア

構成を図５に示す。

すでに実用化されているCSデジタ

ル放送に比べると，BSデジタル放送

ではHDTVがサービスの主体とな

り，またデータ放送の機能が大幅に

拡充されている。このため，受信機

の回路規模は大きくなり，また搭載さ

れるMPU（Micro Processing Unit）

の能力は高性能なものが要求され

る。また，データ放送を処理し，グラ

フィク表示するソフトウェアの規模は，

コンピュータ並みの大規模なものが

必要となってくる。
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デジタル放送の将来展望
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図４．デジタルテレビ市場予測　　2010年にはすべてのTVがデジタル化されることが見込
まれている。
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図５．BSデジタル受信機の構成　　大規模なハードウェアとソフトウェアが必要になる。
Configuration of BS digital receiver


